


多く 、「 鶯 谷 」駅 で は 初 乗りとしての 利 用 者 が 多 いという

ことになる 。

エリア目線では 、駅前にホテル 街があるイメージが強いが 、

実 際は 地 域 活 性を図ってビジネス客向け・観 光 客向けの

ホ テル が 開 業 されて いることもあり 、昔 な がらの 面 影 を

残しながら 、ニューノーマルな一 面もある 。また 、実 際 歩い

てみると分 かるがホテル 街 があるのはごく一 部にすぎず 、

周辺には寺 院 等の文化 的スポットも散 見される 。

“資産”という目でみると中古マンションの高騰 率・中古マン

ション総 合 利回りの評 価から 、「 鶯 谷 」駅はそもそも根 強い

評 価があるといっても過言 ではない 。　

“住む”という目線で見ても駅 周辺に飲食店やドラッグストア

が揃い、国立博物館や上野恩賜公園にも徒歩圏内で行ける。

さらに隣 接 駅も徒 歩 圏内ということもあり 、生 活 利 便 性 が

高いエリアなのである 。

上記のような魅力を考えると実際の居住者にとっては「鶯谷」

駅に住 んでいるという印 象ではなく「 日暮 里 」や「 上 野 」に

住んでいるという気持ちはありながらも、実のところで「鶯谷」

駅とその周辺 利便の恩 恵を大きく受けているように思える。

2021年に供給されたルフォン上野公園ザ・レジデンス（鶯谷

徒歩3分）は全89戸を11か月で完売し、8.1戸/月ペースで進捗

した。これは、「上野」物件というポジショニングが大きく影響

していると思われるが、購入者にとっては最寄り駅である鶯谷

とその周辺利便も魅力の1つになっていたのかもしれない。

それでは、このエリアで不動産を売り出す・貸し出す場合には

どのように伝えるべきなのであろうか。

実際、鶯谷エリア自体のイメージは払拭しずらいことは確かで

ある。冒頭でもふれたが、地元のつながりが強いこともあり

再 開 発の匂いが 全くしないため 、ホテル 街が 一 変する可能

性 は低い 。しかし 、実 際 のところ地 域 活 性 化の動きも見ら

れる 。さらに既 述の通り資産性が 高く 、エリアとしての魅力

も十分ある 。そして 、住みやすさを知っている周辺の住 民も

「 鶯 谷 」駅を交 通 利 便性の高い駅として認 識し 、使いこなし

ているのだ。今後マンションを販 売する、或いは賃貸募 集を

する際は 、入り口はあくまで「 日暮 里 」や「 上 野 」としながら

も、その上で鶯 谷のエリアとしての魅力や資産性・交 通利便

性を丁寧に伝えていくことで 、武 器にしていくことは十分に

できるのではないだろうか。


